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2億5千万年前の化石堆

(宮城県気仙沼市上八瀬産X1.2)

南部および北部北上山地で最も広大な面積を占めて分布するのは古生界

の二畳系にほか匁らない.南部北上山地では二畳系は一般に下位より

坂本沢層群片倉層群登米層鮮に分かたれ明治20年故神保小虎教授

による化石発見以来相ついで故矢部長克教授早坂一郎教授らの研究

によりいずれの地層からも特色ある化石カ溌兄され同本の二畳系区

分は著しく進歩した.写真にみられるような化石堆(地層申に遺体化

石がはきよせ状に密集して産する場合に用いられる)はとくに片倉層群

の下部の比較的粗粒堅硬た淡緑色塊状砂岩の茶褐色に風化した部分に発

見され気仙沼市周辺では岩手県側の飯森沢付近から県境を越えて宮城

県側の新月上八瀬茂路沢戸屋沢表松川田柄高屋敷などにわた

って分布している.化石堆は二枚貝類腕足類巻貝類頭足類海

百合類'藤虫類三葉虫などの化石をきわめて豊富に含有し写真でも

その一部をよく識別することができる.日本には珍しい三葉虫も保存

が不完全ながら数個体写真に見られる.南部北上山地は何といっても

化:石の豊庫である.

(文神戸信和写真正井義郎)�


